
薬剤学tI試験解答用紙（2004年度） A  

2牢 Y S 番号  

間Al  口  a  b  溶解拡散  

C  d  促進拡散  

e  r  〟rP  

g   h  共輸送  

2  b  Hナ（、アロトン）  

3   ♭  C   

間A2  口   c  2 b  a 4 c  5  a   

利点：（例）吸収された薬物は肝瞭を通らずに循環血中に至るので，初巨億過効果  
を回避できる．  

間A3  口  

批できないことが多い．  

血流蛍はリンパ統覚の500倍程度に達する．この流速の薫のために，ほとんどの薬物  

2  リン′くには移行し・難い．  

血液脳関門を形成する血管壁細胞（血管側膜）のP－糖タンパク質（P－卯）によって血  

3      液中への排出輸送をうけるため．脳への移‥行が制限されている．  

4  CYFヱD6  

5  「1腔（舌下こ）   

問A4  口   x 2 。 3 x  4  X  5  （1  



、－  ェー 

薬剤学Il解答用舐（2004年） B  

学科（薬・製薬）   学藩番号（ ）   氏名（  

悶Bl  

D．（要t表）   

（a） 牛乳   （b）キレート形成   

（c▲・） プロパンテリン   （d）消化管運動性の抑制   

（e） グレープフルーツジュース   （f）m3Aの不可逆的な阻害、   

（g） 喫煙   （，b）ml丸の誘導   

（i） セントジョーンズワート   （j）m3Aの誘導   

（k） 炭酸水素ナトリウム   （1）尿pHの変化   

問B2  

間二B3   


